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資料のタイトル  
	
 化学工業における腐食事例と事例の有効利用（１） 

本資料の	
 

作成者名  
 

武川哲也 

失敗事例のタイトル  
	
 ガス凝縮熱交換器の凝縮腐食 

一次原因（材料要素）  
全面腐食	
 凝縮腐食 

機種  
多管式熱交換器 

部品  
	
 伝熱管 

材料	
  
二層ステンレス鋼	
 

SUS329J1 

概略の寸法  

損傷発生時の状況  
	
 伝熱管ガス凝縮部での全面腐食 

調査内容とその結果  
	
 凝縮器伝熱管の全面腐食による減肉である。この環境での使用実績からこの材料が採用されていた。この環

境での腐食性について検討した結果、温度が 120℃付近の凝縮液での腐食性が最大になることがわかった（付
図）。この原因は温度が下がるにつれて凝縮液中の NH3,、CO2 濃度形か高くなるためと考えられた。 

損傷発生のシナリオ  
	
 温度が１２０℃に下がる部位で内部液が凝縮し、溶液中に溶解した NH3、CO2によって腐食性を帯び、短期

間で SUS329J1の伝熱管が全面腐食を受けた。 

対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）  
	
 材料更新 

教訓  
	
 凝縮液組成を考え、腐食に対する温度依存性を的確に把握して材料を選定する必要 

備考  
 

失敗の主要因 誰が判断した結果生じた失敗と考えられるか 
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